
し
た
気
塊
と
不
抜
の
勇
気
が
あ
っ
た
、
と
語
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
医
史
学
の
研
究
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
ロ
マ

ン
的
に
、
情
緒
的
に
」
書
か
れ
た
医
学
外
史
で
あ
る
。
そ
し
て
著
者
が

と
り
あ
げ
た
先
人
た
ち
の
暹
し
い
意
志
と
激
し
い
情
熱
が
つ
く
り
出
す

ド
ラ
マ
は
、
読
者
の
心
に
何
か
を
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
科

学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
少
な
い
わ
が
国
に
、
こ
の
よ
う
な
読
み
や
す
い

医
学
物
語
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
熱
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
津
田
進
三
）

〔
致
知
出
版
社
二
Ｔ
剛
ｌ
加
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
’
一
二
’
一
八
、

窓
○
三
（
三
四
○
九
）
五
六
三
二
、
平
成
九
年
六
月
発
行
、
Ａ
５
判
、

三
二
八
頁
、
本
体
価
格
一
五
○
○
円
〕

ｎ
本
眼
科
学
会
百
問
年
氾
念
誌
編
纂
委
興
会
編

『
日
本
眼
科
学
会
百
周
年
記
念
誌
』
全
七
巻

日
本
眼
科
学
会
は
、
明
治
三
十
年
第
一
回
の
学
術
総
集
会
を
開
催
し

た
。
平
成
八
年
に
第
百
回
の
学
術
総
集
会
が
開
催
さ
れ
解
剖
学
会
に
つ

い
で
二
番
目
、
臨
床
医
学
系
で
は
、
第
一
番
目
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
百
周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
、
近
代
眼
科
の
記
録
を
出
来
る
限

り
整
理
し
、
先
人
の
歩
ん
で
来
た
道
を
学
び
、
こ
れ
を
後
世
に
残
す
と

言
う
、
学
会
の
一
つ
の
大
き
な
目
標
が
全
七
巻
総
頁
数
約
二
千
五
百
頁

（
総
重
量
約
８
ｋ
ｇ
）
に
及
ぶ
百
周
年
記
念
誌
の
発
刊
で
あ
っ
た
。

日
本
眼
科
学
会
で
は
既
に
六
十
年
史
、
七
十
年
史
、
八
十
年
史
、
九

十
年
史
を
発
行
し
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回

は
四
年
余
の
歳
月
を
か
け
て
特
に
三
島
済
一
顧
問
の
発
案
に
よ
り
従
来

の
記
念
誌
を
超
え
る
「
日
本
の
眼
科
の
歴
史
」
を
編
纂
す
る
と
言
う
、

馬
嶋
昭
生
編
纂
委
員
長
両
氏
の
大
変
な
努
力
に
よ
り
各
責
任
編
集
委
員

の
下
に
多
く
の
委
員
が
参
加
し
、
日
本
の
眼
科
学
会
の
創
生
期
か
ら
現

在
に
及
ぶ
資
料
が
発
掘
さ
れ
、
整
理
さ
れ
た
。
ま
た
委
員
の
中
に
は
多

く
の
医
史
学
会
会
員
が
参
加
し
た
。

各
巻
の
責
任
編
集
委
員
は
、
第
一
巻
、
三
島
済
一
、
内
田
幸
男
、
第

二
巻
、
内
田
幸
男
、
第
三
巻
、
丸
尾
敏
夫
、
第
四
巻
、
渡
邊
郁
緒
、
第

五
巻
、
三
島
済
一
、
第
六
巻
、
石
川
哲
、
第
七
巻
、
清
水
弘
一
と
な
っ

て
い
る
。
第
一
巻
は
明
治
時
代
の
医
学
の
発
展
と
眼
科
の
変
遷
が
記
述

さ
れ
、
多
く
の
貴
重
な
記
事
や
史
料
が
三
島
済
一
に
よ
っ
て
全
国
か
ら

集
め
ら
れ
、
多
く
の
新
事
実
が
発
見
さ
れ
、
膨
大
な
資
料
を
全
て
自
分

で
入
力
整
理
し
た
。
第
一
巻
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
殆
ど
は
二
巻
・
三

巻
の
大
正
時
代
か
ら
更
に
昭
和
へ
の
発
展
を
見
る
。
史
料
は
第
二
巻
、

日
本
の
眼
科
の
歴
史
・
大
正
・
昭
和
（
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
迄
）
、
第
三

巻
、
昭
和
（
第
二
次
世
界
大
戦
後
）
及
び
平
成
編
（
平
成
七
年
三
月
末
迄
）

に
引
き
継
が
れ
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
一
巻
で
は
一
章
か
ら
十
一
章
に
構
成
さ
れ
、
第
一
及
び
二
章
明
治

医
制
と
医
学
教
育
（
特
に
眼
科
）
の
変
遷
、
第
三
章
及
び
五
章
医
学
雑
誌

（
眼
科
雑
誌
）
と
眼
科
専
門
地
方
学
会
の
発
展
、
第
四
章
日
本
眼
科
学
会

の
発
展
、
第
六
章
及
び
七
章
眼
科
医
と
国
際
関
係
国
政
及
び
医
政
、
第

八
章
陸
軍
、
海
軍
軍
医
と
眼
科
医
、
第
九
章
及
び
十
章
眼
科
と
公
衆
衛

生
、
病
院
、
施
療
、
第
十
一
章
眼
科
医
療
機
器
義
眼
、
眼
鏡
、
点
眼
薬
）

と
各
章
に
実
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
二
巻
で
は
第
一
章
医
学
教
育
制
度
の
発
展
か
ら
始
ま
り
、
第
二
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章
・
三
章
及
び
六
章
眼
科
学
術
集
会
・
会
務
記
録
及
び
渉
外
関
係
記
録
、

第
四
章
及
び
第
五
章
地
方
眼
科
学
会
及
び
集
談
会
、
眼
科
雑
誌
の
発
展

の
項
で
は
專
門
害
及
び
明
治
期
か
ら
発
足
し
た
地
方
学
会
の
流
れ
と
大

正
・
昭
和
期
に
発
足
し
た
地
方
集
談
会
の
発
展
及
び
眼
科
専
門
雑
誌
の

消
長
ま
で
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
・
第
七
章
及
び
八
章
眼
科
関
連

の
保
健
衛
生
問
題
、
国
政
及
び
医
政
が
記
載
さ
れ
、
第
九
章
小
柳
美
三
、

原
田
番
之
助
、
増
田
隆
、
石
原
忍
、
市
川
渭
他
、
の
業
績
に
名
を
残
し

た
人
達
を
記
述
し
て
い
る
。

第
三
巻
は
第
二
次
世
界
大
戦
よ
り
現
在
迄
五
十
年
間
の
医
学
教
育
、

眼
科
専
門
医
制
度
、
眼
科
関
連
学
会
の
発
展
、
国
際
関
係
、
各
種
の
賞

と
受
賞
者
、
眼
科
の
社
会
と
の
関
わ
り
等
を
記
述
し
て
い
る
。

第
四
巻
で
は
「
大
学
眼
科
の
歴
史
」
を
八
十
大
学
の
各
大
学
眼
科
教

室
か
ら
の
独
自
性
が
高
め
ら
れ
た
提
出
原
稿
に
基
き
、
各
大
学
眼
科
教

室
の
歴
史
が
一
目
瞭
然
に
見
え
て
来
る
。

第
五
巻
で
は
三
島
済
一
が
中
心
と
な
り
、
明
治
期
の
眼
科
医
の
子
孫

が
所
蔵
し
て
い
る
胄
重
な
莫
大
な
史
料
発
掘
に
基
き
、
眼
科
を
専
門
と

し
て
地
域
医
療
に
尽
力
し
た
医
師
達
の
記
録
を
中
心
に
通
史
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
第
一
章
に
は
日
本
眼
科
学
会
創
立
以
前
に
活
躍
し
た
眼
科

医
を
、
第
二
～
七
章
に
は
日
本
を
六
つ
の
区
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
活
躍
し
た
眼
科
医
の
個
人
史
を
記
述
、
各
個
人
は
索
引
を
含
め

て
各
県
別
の
番
号
に
よ
っ
て
識
別
で
き
る
よ
う
に
記
述
さ
れ
、
明
治
期

眼
科
医
・
人
名
辞
書
と
な
っ
て
い
る
。
医
史
学
史
料
と
し
て
こ
の
第
五

巻
は
正
に
圧
巻
と
言
え
る
。
第
六
巻
で
は
、
タ
イ
ト
ル
「
日
本
眼
科
の

史
料
」
の
下
に
目
で
見
る
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
に
数
多
く
の

眼
科
器
械
の
変
遷
を
出
来
る
限
り
写
真
を
挿
入
し
、
各
歴
史
展
示
委
員

が
記
述
、
第
二
章
及
び
三
章
で
は
眼
科
図
書
、
講
義
写
本
、
蔵
書
目
録
、

図
譜
等
史
料
の
発
展
を
記
述
。

第
七
巻
は
近
代
医
学
の
事
実
上
の
出
発
点
を
一
五
四
三
年
ヴ
ェ
サ
リ

ウ
ス
の
解
剖
書
刊
行
と
し
こ
れ
以
降
の
「
年
表
」
が
記
載
。
年
表
は
「
日

本
の
眼
科
百
年
史
」
の
範
囲
を
大
き
く
越
え
て
は
い
る
が
、
眼
科
学
以

外
の
事
柄
を
広
く
抜
粋
し
、
ま
た
「
囲
み
記
事
」
を
多
用
し
従
来
の
、

単
に
諸
事
実
を
記
し
た
無
味
乾
燥
な
年
表
を
出
来
る
だ
け
読
み
や
す
い

形
で
「
余
談
」
を
混
じ
え
、
し
か
も
年
表
の
基
本
姿
勢
を
く
ず
さ
ず
、

独
創
性
を
持
っ
て
通
読
出
来
る
特
徴
を
も
っ
た
年
表
形
式
が
と
ら
れ
て

い
ス
％こ

の
百
周
年
記
念
誌
は
、
今
後
再
び
刊
行
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
不
可

能
と
言
え
る
ほ
ど
胄
重
な
内
容
と
な
り
全
七
巻
の
通
読
に
よ
り
、
日
本

の
眼
科
の
全
て
の
歴
史
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
特
に
第
一
巻
の
明
治
期
、
第
四
巻
の
「
日
本
の
眼
科
を
支
え
た
明

治
の
人
々
」
は
、
医
史
学
の
中
で
の
個
人
史
を
ま
た
、
第
六
巻
は
眼
科

器
械
史
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
必
読
の
書
で
あ
る
。

（
奥
沢
康
正
）

〔
日
本
眼
科
学
会
二
Ｔ
Ⅲ
東
京
都
千
代
田
区
猿
楽
町
二
’
一
’
二
’
四

○
二
、
冠
○
三
’
三
二
九
五
’
二
三
六
○
、
一
九
九
七
年
三
月
発
行
、
Ａ

四
判
、
二
四
七
八
頁
、
全
七
巻
六
万
円
（
第
五
巻
・
第
七
巻
は
分
冊
売
）
〕

159 (159)


